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はじめに

前号において、牛乳房炎の症状や対策等に

ついて整理するとともに、全国アンケートの

結果について紹介しました。その一方で、わ

が国は南北に長い国土を有することから、地

域によって周囲の環境や酪農経営形態が異

なっているため、地域ごとの乳房炎診断ある

いは治療方法にそれぞれの特徴が存在すると

考えられます。

平成２６年２月１日現在における日本の乳用

牛の飼養戸数および頭数は、１万８６００戸、１３９

万５０００頭ですが、そのうち北海道が６９００戸

（３７．１％）、７９万５４００頭（５７．０％）を占めてい

ます［１］。また、地域別に農家１戸当たりの飼

養頭数を比較すると、北海道の１１５．３頭に対

して、都府県では５１．２頭と農場規模の違いも

明らかです。

本稿では、牛乳房炎対策の地域による特徴

を明らかにすることを目的として、全国アン

ケート結果を北海道と都府県に区分して再集

計した結果について紹介させて頂きます。読

者の関係する地域とそれと異なる地域におけ

る乳房炎に対する取り組み方を比較すること

で、今後の乳房炎対策の参考にして頂きたい

と考えています。

生産現場において日常的に遭遇する感染症の問題と対策（その４）
牛乳房炎対策の地域性 ～北海道と都府県との比較～
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牛乳房炎の診断および治療についての
全国アンケートのクロス集計

（１） クロス集計

乳用牛における牛乳房炎の治療および予防

について、北海道と都府県とに区分し、以下

の設問の回答についてクロス集計を行いまし

た。

① 担当地域の農場、生産者および牛の特

徴について

② 大腸菌性乳房炎の治療について

③ 黄色ブドウ球菌性（SA）乳房炎の治療

について

④ 乳房炎防除のために大きく寄

与すると考えられるものについ

て

（２） 回答者情報

アンケートは、全国３４道府県から

２７２名の臨床獣医師から回答を得ま

した。そのうち、北海道から７０名

（２６％）、都府県から２０２名（７４％）

の回答が得られました。

（３） 担当地域の農場、生産者およ
び牛の特徴について

① 乳房炎の多い農家と少ない農家

での管理状態の違い（５つ選択）

北海道および都府県ともに、牛舎

衛生（８５．７：７０．３％）および搾乳技

術（７０．０：７７．２％）が乳房炎多発農

家の問題点として挙げられており、

これらが不十分であると考える臨床

獣医師が全国的に多いことが示され

ました。また、敷料の種類は、稲わ

らやオガクズ、もみがらなど農場によって異

なりますが、北海道では敷料の交換頻度が乳

房炎多発農家の問題と考える獣医師が多く、

都府県では敷料の種類が問題と指摘する獣医

師が多い結果となりました（図１a）。

② 乳房炎の多い農家と少ない農家での人的

要素の違い（１つ選択）

北海道および都府県ともに、農家の意識・

取り組み（９０．０：８９．６％）が大きな問題とし

て挙げられました（図１b）。これは全国的

に共通の問題として認識されていることが明

らかになりました。

（図１）担当地域の農場、生産者および牛の特徴
（a）乳房炎の多い農家と少ない農家での管理状態の違い

（a）

■ 北海道 ■ 都府県
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③ １つの農家における乳房炎になりやすい

牛となりにくい牛の違い（３つ選択）

北海道および都府県ともに、乳房炎になり

やすい牛となりにくい牛の違いは、形質的遺

伝（６７．１：６７．９％）、栄養状態（６７．１：６２．９％）

あるいは他の疾病の罹患状況（４８．６：

４５．５％）が挙げられました（図１c）。これに

関しても、地域間に大きな違いは認められま

せんでした。

（４） 大腸菌性乳房炎の治療について

① 抗生剤の使用状況について（１つ選択）

北海道では、抗生剤の使用は全身と局所両

方を選択する獣医師が最も多く７６％を占めて

おり、次いで全身投与のみ使用する獣医師が

２４％でした。反対に、抗生剤を使用しないあ

るいは局所のみ使用する獣医師はそれぞれ

０％となりました（図２a）。 それに対して、

都府県では、全身と局所両方を選択する獣医

師は５６％であり、全身投与のみ使用する獣医

師は２５％でした。北海道では選択者がいませ

（図１）担当地域の農場、生産者および牛の特徴（b）乳房炎の多い農家と少ない農家での人的要素の違い、
（c）１つの農家における乳房炎になりやすい牛となりにくい牛の違い（北海道：n＝７０、都府県：n＝２０２）

（b） （c）

■ 北海道 ■ 都府県

■ 北海道 ■ 都府県

（図２）大腸菌性乳房炎治療時の抗生剤の使用状況（a）北海道（n＝７０）、（b）都府県（n＝２０２）

（a） （b）
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んでしたが、都府県では抗生剤を使用しない

獣医師が１５％、局所のみ使用する獣医師が

４％存在しました（図２b）。

② 全身投与する際に最も使用する抗生剤

（１つ選択）

北海道では、カナマイシンを選択する獣医

師が最も多く４２％、次にオキシテトラサイク

リン選択者が２７％でした。アンピシリン、セ

ファゾリン、ニューキノロンの選択者は、そ

れぞれ１４％、１１％、６％でした（図３a）。

それに対して、都府県では、セファゾリン選

択者が最も多く６１％、次いでアンピシリン選

択者が１６％でした。オキシテトラサイクリン、

ニューキノロン、カナマイシンの選択者は、

それぞれ１３％、８％、２％でした（図３b）。

大腸菌性乳房炎に対する抗生剤の使用方法

について、北海道と都府県では対照的な回答

が得られました。治療時に全身投与する抗生

剤は、北海道ではカナマイシンとオキシテト

ラサイクリンが主流であったのに対し、都府

県ではセファゾリンとアンピシリンが主流で

した。そのため、βラクタム系抗生剤の使用

状況は、北海道が２５％、都府県が７７％の正反

対の結果となりました。

大腸菌性乳房炎の場合、起立不能のような

臨床症状が重篤な場合は、迅速な治療および

状態の改善策が求められます。その治療の際

に、北海道では静菌性のものや作用が緩やか

な殺菌性抗生剤が多く選ばれており、エンド

トキシンの産生を可能な限り防ぐことを目的

とした治療が行われていると考えられまし

た。そのため、抗生剤の効果を補うために、

高張食塩水や抗炎症剤、オキシトシン等の利

用も多い結果となっています。

一方、都府県で多くみられたセファメジン

等の殺菌性抗生剤の選択者は、複合感染の可

能性を加味し、大腸菌以外の菌に対しても抗

生剤の効果を期待していることが考えられま

した。その際には、エンドトキシンの排出を

目的とした大量補液や頻回搾乳等の処置が抗

生剤治療に加えて行われている結果が示され

ました（図にはありません）。いずれにして

も、大腸菌の排除とともにエンドトキシンを

除去する治療が用いられており、そのアプ

ローチの方法に地域性がみられました。

（５） 黄色ブドウ球菌性（SA）乳房炎の治療
について

① 泌乳期におけるSA乳房炎の治療方法と局

（図３）大腸菌性乳房炎治療時に全身投与する際に最も使用する抗生剤（a）北海道（n＝６４）、（b）都府県（n＝１９５）

（a） （b）
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所治療時に使用する抗生剤（各１つ選択）

北海道では、乳房炎軟膏注入のみを選択す

る獣医師が最も多く５３％を占めました。次い

で乳房炎軟膏と感受性薬剤の全身投与を行う

獣医師が２７％、乳房炎軟膏とタイロシンの全

身投与を行う獣医師は１２％となりました。ま

た、治療しない獣医師は１％でした（図４

a）。それに対して、都府県では、乳房炎軟

膏と感受性薬剤の全身投与を行う獣医師が最

も多く４０％を占めました。次いで、乳房炎軟

膏とタイロシンの全身投与を行う獣医師が

２８％、乳房炎軟膏注入のみの治療を行う獣医

師は２２％となりました。また、治療しない獣

医師は６％でした（図４b）。

北海道では局所治療時に用いる抗生剤は、

セフェム系が５１％、ペニシリン系が４５％の獣

医師に選択されました（図５a）。それに対

して、都府県では大部分（８５％）の獣医師が

セフェム系を選択しました（図５b）。

SA乳房炎の泌乳期治療に関して、北海道と

都府県の間に違いがみられました。北海道内

では乳房炎軟膏のみの治療が約半数と主流で

したが、都府県では乳房炎軟膏と感受性薬剤

の併用が最も多い治療法でした。泌乳期のSA

乳房炎に対して、過去にSA治療歴が無く、臨

床症状のない新規の潜在性乳房炎に対して、

抗生剤の乳房内投与のみよりも抗生剤の乳房

内ならびに筋肉内投与の併用が高い治癒率を

示すことが報告されています［２］。

また、近年ではペニシリン系抗生剤に耐性

を示すSAが出現していることが問題となって

いますが、そのために、ペニシリン系抗生剤

（図４）黄色ブドウ球菌性乳房炎の泌乳期治療法（a）北海道（n＝７０）、（b）都府県（n＝１９８）

（b）（a）

（図５）黄色ブドウ球菌性乳房炎の泌乳期治療（局所治療）に使用する抗生剤（a）北海道（n＝６９）、（b）都府県（n＝２００）

（a） （b）
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の使用を取りやめてセフェム系を選択する獣

医師が増えてきています。今回の結果から、

都府県においてその傾向が強いものと考えら

れました。乳房炎の症状を見極めつつ、高い

治療効果を保ちながら、抗生剤の使用量を過

剰にしないような診療が各地域で行われてい

ることが考えられました。

② 乾乳期におけるSA乳房炎の治療方法と局

所治療時に使用する抗生剤（各１つ選択）

北海道、都府県を問わず、乳房炎軟膏とタ

イロシンの全身投与を選択する獣医師が最も

多く６１％、５９％を占めました（図６a、b）。

次いで乳房炎軟膏と感受性薬剤の全身投与を

行う獣医師がそれぞれ１９％、２３％となりまし

た。乳房炎軟膏注入のみの獣医師は１３％、１２％

でした。また治療しない獣医師は６％、２％

の結果となりました。

北海道と都府県において局所治療時に用い

る抗生剤に大きな違いは見られず、それぞれ

８４％、８５％の獣医師がセフェム系を選択し、

１０％、８％の獣医師がペニシリン系を選びま

した（図７a、b）。

乾乳期におけるSA乳房炎の治療に関して

は、北海道と都府県に大きな違いは見られま

せんでした。両者ともに乳房炎軟膏とタイロ

シンの全身投与の併用が広く行われており、

タイロシンを用いた乾乳期治療が支持されて

いることが示されました［３］。

（６） 乳房炎防除のために大きく寄与すると
考えられるものについて（３つ選択）

北海道において、特に乳房炎防除に寄与す

ると考えられていたものは、牛舎環境衛生の

（図６）黄色ブドウ球菌性乳房炎の乾乳期治療法（a）北海道（n＝７０）、（b）都府県（n＝２０１）

（a） （b）

（図７）黄色ブドウ球菌性乳房炎の乾乳期治療（局所治療）に使用する抗生剤（a）北海道（n＝７０）、（b）都府県（n＝１９９）

（a） （b）
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向上（５４．３：３９．１％）でした（図８）。次い

で、地域に関わらず搾乳技術の向上（４７．１：

４８．５％）、搾乳システムのメンテナンス

（２２．９：３５．６％）、飼 養 管 理 技 術 の 向 上

（２５．７：３２．２％）が求められていました。ま

た、都府県においては、免疫抵抗力（ワクチ

ンも含む）の向上（１５．７：３５．１％）について

も特に期待されていました。

乳房炎防除に求められるものは、地域によ

る大きな違いは見られず、環境要因、人的要

因ならびに宿主要因の改善を求めるものでし

た。飼養環境等は地域によって異なりますが、

抱える問題は類似していること

が示唆されます。

まとめ

乳房炎の発症要因は多岐にわ

たるため、それぞれの要因に応

じた対策が求められます［４］。北

海道と都府県の地域性に着目し

たアンケートの再集計結果は、

予想以上に興味深いものでし

た。これらの地域では、気候や

風土、農場規模、農場形態等多

くの要因が異なっていますが、

それぞれの地域に合わせた獣医

療を行っていることが考えられ

ました。今回紹介した結果は両

地域の臨床獣医師が行っている

一般的な乳房炎防除に向けた

個々の取り組みを示しており、

示唆に富むものになりました。

なお、紹介した全国アンケート結果の詳細

は、家畜感染症学会のホームページ（http://

www.kachikukansen.org/index.html）から

閲覧が可能です。興味がある方は、ぜひ一度

ご覧ください。

〈参考文献〉
［１］ 農林水産省大臣官房統計部、平成２６年畜産統計、東京（２０１４）

［２］ 平井綱雄、河合一洋、三木渉ら、家畜診療、４９、４５９―６２（２００２）

［３］ 三木渉、河合一洋、大林哲ら、家畜診療、４９、１９―２４（２００２）

［４］ 菊佳男、林智人、関東畜産学会報、５９、１―１３（２００８）

（筆者：（独）農研機構動物衛生研究所
寒地酪農衛生研究領域主任研究員）

（図８）乳房炎防除のために大きく寄与すると考えられるもの
（北海道：n＝７０、都府県：n＝２０２）

■ 北海道 ■ 都府県
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１．正しい飼料給与量の計測

粗飼料や配合飼料を何kg給与しているの

か把握することはたいせつなポイントです。

毎日飼槽に安定した配合飼料が投入されるこ

とで、粗飼料の食い込みも安定します。

また、配合飼料を漸増させるときにも５００g

単位でステップアップすることがとても重要

で、急激な配合飼料の増量ではせっかくの腹

づくりが崩れてしまいます。さらに、配合飼

料給与量や体重測定値等の数値は記帳し、た

いせつに保管することで後々役に立ちます。

２．体重測定の方法と目的について

☆ポイント☆
□ 腹づくりにDGの管理を応用
□ 腹づくり段階では高すぎるDGに注意
□ 治療・淘汰判断を的確に実施

乳用種肥育では２ヵ月間隔で体重測定

することを薦めます。この目的の一つは、

腹づくり段階におけるDGのチェックで

す。体重測定を２ヵ月間隔で行うことは、

その牛の２ヵ月間における飼養管理状態

を示しているといえます。

搾乳牛は乳量で、採卵鶏は産卵数で、

そして肉用牛の肉質はともかく完全には

つかめませんが、増体量（DG）が生産性

の判断の目安となります。

例えば、４～６ヵ月齢ではDG１．２kg程

正しい飼料給与の計測・防暑対策のポイント
乳用種肉用子牛飼養管理技術マニュアルより

公益社団法人中央畜産会

中央畜産会では、平成２１年度に乳用種肉用子牛の飼養管理マニュアルを取りまとめました。
本マニュアルは、良質な乳用種牛肉を生産するための素牛の飼養管理に着目し、酪農経営

での妊娠牛の管理とヌレ子の飼養管理、離乳期の飼料の切り替え、育成牛の腹づくり等に特
にポイントを置いた内容となっています。
今回は、正しい飼料給与の計測、体重測定の方法と目的、発育不良牛の回復技術、牛舎環

境と生産性、防暑対策のポイントと具体的方法（通風と換気の促進）について紹介します。

（写真１）タイマーによる配合飼料投入量の計測と記録
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度を目安として管理します。この程度のDGで

あれば、配合飼料給与量はそれほど多くはな

いはずで、良質乾草もそれなりに食べている

一つの目安と考えられます。

また、DGが１kgを下回るような場合は栄養

の不足か、あるいは疾病が疑われます。反対

に配合飼料に偏った場合ではDGが上がり、牛

は肥育牛の体型になります。

体重の測定値は体型とともに牛の状態の具

体的な判断ができます。７～１０ヵ月齢のDGは

１．３kg程度とします。それ以上では配合飼料

が多く、粗飼料が少ないと見る一つの目安と

なります。

後期段階では、食い込みのピーク時におけ

るDGが把握でき、腹づくりの確認もできます。

また、増体不良牛の発見も体型が落ちてから

見つけるよりも、体重測定値で早くつかめる

ため処置も早く施すことができ、事故率の低

減につながります。

体重測定は初回の牛は馴れていないため手

がかかりますが、牛の学習能力から、回数を

重ね馴れてくるとスムーズなものになり、ス

トレスにはなりません。体重測定の方法はい

ろいろありますが、牛衡機を牛房内に持ち込

むのも一つの方法です。

３．発育不良牛の回復技術

哺乳期には、飼料の摂取量が少なくて期待

する発育が得られなかったり、疾病の罹患で

活力が低下してしまったりする、いわゆる発

育不良の牛が必ず出てしまいます。

（図１）体重測定における牛衡機の定置と牛の移動方法の概念

１．牛床の清掃時のように牛を牛房ごとに隔離する
２．牛衡機（デジタル測定が理想）および移動機を設置
３．牛房（A）の全頭を追込場に移動し、体重測定を行う
４．（A）が終了したら元の房に戻し（B）を追込場に移動させる
５．牛衡機の床の長さは２．２mあると牛の肢が出ないで余裕がある
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このような牛を離乳後に、そのまま哺育・

育成を続けると、他の健康な子牛と比べてま

すます活力を低下させてしまい、育成期が終

了するころには肥育に移行できないほどに見

劣りのする牛となってしまいます。さらには、

このような弱い子牛がいると弱い牛を基準に

飼育管理しがちとなり、他の健康な子牛まで、

発育を低下させてしまうこともあります。

一般に、子牛は２ヵ月齢ころにもなると発

育増体の差が顕著になるので、やや発育の劣

る子牛を、通常より飼育密度を薄めにした

「わけあり牛群」を編成し、回復させること

が必要です。これらの発育不良子牛に対して

は、大豆粕などのタンパク質飼料を増給する

と１～２ヵ月間程度で回復させることが可能

な場合が多くあります。

満６ヵ月齢の、育成を終了するころにはど

の牛も同じように発育増体させておくこと

が、その後の肥育成績を良好に得るためのポ

イントでもあります。

Ｓ農協管内では落ちこぼれ牛の回復メ

ニューとしてタンパク質源（大豆粕）を給与

しています。この給与については、効果が得

られた時点で打ち切る。あるいはその後も継

続することで子牛をさらに良好な状態に発育

させることも可能です。

タンパク質の効果として、①免疫力を増強

させること、②骨格の発育・発達を促進させ

ること、③第一胃などの消化器官の筋肉を発

育・発達させること、④筋肉を発育・発達さ

せること、などが期待できます。

例えば、アミノ酸やタンパク質は、細胞や

キラーT細胞といわれる免疫細胞の構成成分

であって、これらの細胞の構造の維持や増殖、

運動、情報の伝達、さらには物質の輸送などに

ことごとく関与しています。もしアミノ酸や

タンパク質が不足してしまうと子牛の生理機

能が低下してしまい、ちょっとした環境の悪

化条件下でも発病してしまうことが多いです。

特に、キラーT細胞は、ウイルスや他の病

原体に感染した細胞を殺滅する仕事をし、こ

れが機能しない場合には機能不全となり、発

（写真２）稼動式牛衡機 （写真３）牛衡機の搬入作業
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病してしまいます。

したがって、ヌレ子の時期から給与するタ

ンパク質の量は、適切に、かつ不足しないよ

うに給与することが疾病を予防し、健康な牛

づくりのためにとても重要なカギとなりま

す。発育不良の牛であれば、なおさらたくさ

んのタンパク質を給与する必要があり、機能

を回復させるとともに、骨格や筋肉の発育・

発達を促進させて丈夫な子牛にすることも可

能です。

なお、大豆粕は給与開始のころに、一時的

にアンモニアが過剰となり、第一胃微生物が

適応できるようになるまでの期間は軟便や下

痢便を起こしやすいことから少しずつ漸増さ

せることが必要で、やや給与しづらい欠点が

あります。この点、加熱処理した大豆であれ

ば軟便や下痢便の発生が比較的少なく、給与

しやすくなります。

飼養環境

１．牛舎環境と生産性

牛の生産性を高めるためには、環境温度に

注意を払う必要があります。例えば、ほ乳子

牛の適温域は１５～２５℃であり５℃以下でも

３０℃以上でも何らかのストレスを受けること

になります。

また、育成牛では適温域が４～２０℃で、マ

イナス１０℃以下や３２℃以上では生産性が極端

に低下してしまいます。さらに、去勢肥育牛

の場合でも適温域は１０～１５℃とされ、マイナ

ス１０℃以下や３０℃以上では生産性が著しく低

下してしまいます。

加えて、１日の温度差（日較差）が１３℃以

上あると風邪等の原因になるので注意が必要

です。

このため、必要に応じて、防暑、防寒対策

を講じることが肝要です。

２．防暑対策のポイントと具体的方法（通風

と換気の促進）

１）通風、換気の改善

おおまかにいって風は風速１m当たりで、

牛の体感温度を１℃下げるとされています。

従って、通風や換気を改善することによって、

温度計の示す温度以上に牛には涼しく感じさ

（写真４）体重測定風景



2014.7.15 No.296 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

12

せることができることになります。

具体的には、

① 牛舎のドア、窓をすべて開放する

② 換気扇、扇風機を設置する

③ ダクト送風を設置する

④ 牛舎の軒高をできる限り高くする

⑤ 牛舎を夏の主要風と直角になるように

建てる

などの工夫をし、できる限り風が牛体に直接

当たるようにします。

最近では、温度センサーを利用し、自動的

にこれらの装置が作動するように工夫された

牛舎も多くなっています。

２）牛舎の屋根からの輻射熱の減少

牛舎内の温度は、屋根からの輻射熱によっ

ても著しく上昇します。従って、この輻射熱

を減少、または遮断することが重要です。

具体的には、

① 屋根への石灰乳の塗布

② 屋根に白色系統のペンキを塗る

③ 屋根上へのスプリンクラーの設置

④ 日陰樹（冬季の防寒対策上、落葉広葉

樹）の植樹

などです。特に屋根の塗装色を白色系統（ア

ルミフォイル皮膜を含む）にすると黒や赤色

系統に比べて輻射熱をおおよそ半分程度防ぐ

ことが可能となります。

３）湿度の低下

湿度が高くなると、牛の体から発散される

熱（放射熱）が減少し、牛の体温は上昇しま

す。従って、湿度を低下させることは非常に

重要です。

具体的には、

① 通風・換気対策を講じること

② 敷料の交換頻度を増やし、敷料からの

水分の蒸散を少なくすること

③ 牛舎周辺の雑草（特に丈の高い雑草）

を除草すること

④ 牛舎周辺の水たまりや、ぬかるみをな

くすこと

などです。特に、②と③はハエや蚊などの衛

生害虫の発生源をなくすことからも有効な対

策です。

（次号につづく）

気温（℃）
湿 度 （％）

２０ ４０ ６０ ８０ １００
１９ ６２．５ ６３．４ ６４．２ ６５．１ ６６．０
２０ ６３．８ ６４．７ ６５．８ ６６．９ ６８．０
２１ ６４．７ ６６．０ ６７．４ ６８．７ ７０．０
２２ ６５．８ ６７．４ ６８．９ ７０．５ ７２．０
２３ ６７．０ ６８．７ ７０．５ ７２．２ ７４．０
２４ ６８．１ ７０．１ ７２．０ ７４．０ ７６．０
２５ ６９．２ ７１．４ ７３．６ ７５．０ ７８．０
２６ ７０．３ ７２．７ ７５．２ ７７．６ ８０．０

注）数字は、不快指数を示す。６９以上で暑熱ストレスを受ける （ベトリッツら １９７４）

（表１）肉用牛が暑熱ストレスを受ける温度・湿度領域



［平成26年5月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A ８９０，８９５ ５５１，６３４ ３５０，９５１
生産コスト B ８７４，３９４ ６００，９７０ ４０８，１６９
差額 C＝A－B １６，５０１ △ ４９，３３６ △ ５７，２１８
暫定補塡金単価 D＝C╳０.８ ― ３９，４００ ４５，７００
補塡金単価（概算払） D－４，０００ ― ３５，４００ ４１，７００
注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

１００円未満切り捨て

平成２６年５月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱附則９の概算払の補塡金単価については、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２６年５月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
なお、補塡金単価の確定値については、８月上旬に公表する予定です。

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ２６，５００ ３１，２００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価（概算払）について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
広島県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 鹿児島県

― ― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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はじめに

夏が来る前にファンの点検を！

ファンの清掃による消費電力の削減効果

気象庁がこの春に発表した長期予報では、今年の夏はエルニーニョ現象の影響で冷夏にな
る可能性が高いと予測されていたため、「暑熱ストレスの影響もやわらぐなあ」と安心して
いたのですが、つい先日発表された７－９月の予報では、北日本でも平年並み、西日本は平
年並みか高くなるとの予報に修正されました。やっぱり、今年も暑熱対策は万全にしなけれ
ばならない状況となり、これから気を引き締めて本格的な夏に備える必要があります。
暑熱対策といっても必ずしも費用がかかるものばかりでなく、考え方を変えるだけでコス

トをかけずにすぐに実践可能で効果的な対策もあります。本稿では、畜舎に設置されている
ファン（換気扇）の清掃による消費電力の削減効果について紹介します。

ファンの裏側にあるフィルターが目詰まりしていたり、ファンの後ろに障害物を置いてい
たりしていませんか？ 写真１は汚れたファンのフィルターと清掃の様子、清掃後の写真で
す。清掃前後でファンの風速が１．５～２．５m／秒から２．５～３．３m／秒に改善されました。また、
ファンの羽に付いたほこりや汚れも正常な回転の妨げとなります。

私たちは、畜舎に設置されているファンの清掃が消費電力に及ぼす影響を検討しました。
写真２は清掃前後のファンの様子ですが、羽に付着したほこりの量にびっくりしながら清掃

「ファンの清掃いつやるの？ 梅雨でしょ」
～ファンの清掃による消費電力の削減効果～

宮崎県畜産試験場 鍋 西 久

（写真1）汚れたファンのフィルターの清掃（Before／After）
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さいごに

を行いました。清掃前後の消費電力を比較したところ、いずれの回転数（６０％、８０％、１００％）
においても、清掃後は消費電力が有意に低くなりました（図１）。仮に１００％回転で１日１２時
間運転したとすると、１ヵ月当たり約９０００円の削減効果となります。暑熱時には常時１００％
運転になることも予想されます。また、使用期間の延長やファンの設置台数が多ければ多い
ほどこの削減効果は大きなものになると考えられます。

ファンの汚れや障害物は、風速が落ちるばかりでなく、電気代のロスにもなっていること
が明らかとなりました。
また、ファンの清掃に
よって消費電力を削減で
きることが確認できまし
た。
沖縄ではすでに梅雨明

けしましたが、他の地域
では例年７月中下旬に梅
雨明けします。電力需要
もひっ迫するなか、梅雨
明け前にファンの清掃を
一斉に済ませておくこと
を強くお勧めします。

（写真2）汚れたファンの羽の清掃（Before／After）

（図１）ファンの清掃が消費電力に及ぼす効果（ファン１２台分）

１日１２時間１００％運転の場合の試算（２０円／kwhとして計算）
Before ：８．０kwh�２０円�１２h�３０日＝５万７６００円
After ：６．８kwh�２０円�１２h�３０日＝４万８９６０円

８６４０円／月のコスト削減効果！

（筆者：宮崎県畜産試験場家畜バイテク部主任研究員）
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